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３．２ 費用対効果分析に関する要因の変化 

 

■便益要因の変化 

 供用前 供用後 変化の内容 備考 

交通量 

 

21,600 台/日 

［H9 センサス］ 

 

 

13,000 台/日 

［H22 センサス］ 

 

（参考） 

松山自動車道 

17,700 台/日 

［H22 センサス］ 

 

 

8,600 台/日減少 

（H22-H9） 

H12 四国縦貫自動車道の

供用により交通量が減少
 

参考 

・事業区間（国道 56 号） 

交通量：16,500 台/日 

・松山自動車道 

交通量：8,300 台/日 

［H17 センサス］ 

交通渋滞 

 

鳥越交差点交差点 

の最大渋滞長※1 

：600m 

［整備前］ 

（600m 渋滞時の 

交差点通過時間 2分） 

 

鳥越交差点交差点 

の最大渋滞長※1 

：解消 

［整備後］ 

（0.7 分） 

交差点立体化及び 

４車線化により 

渋滞解消 

 

旅行速度※1 

(通過時間) 

 

36.3 ㎞/h 

［H9 センサス］ 

（６分） 

 

49.0 ㎞/h※2 

［H22 センサス］ 

（４分） 

12.7km/h 向上 

（H22-H9） 
 

交通事故 

 

死傷事故 

発生件数※3 

14～31 件 

［H8～H10］ 

 

死傷事故率 

66～146 件/億台キロ 

[H8～H10] 

 

 

死傷事故 

発生件数 

10～16 件 

[H19～H22] 

 

死傷事故率 

78～125 件/億台キロ 

[H19～H22] 

 

線形改良、交差点立体化

等により交通事故発生件

数が減少 

 

※1：大洲河川国道事務所調査結果（整備前：H11.3.16、整備後：交差点解消） 

※2：H22 道路交通センサスは松山自動車道無料実験中 

※3：大洲河川国道事務所資料（250k000～254k000 の区間）、H8～H11 の最小値、最大値 

 

■コスト要因の変化 

 H14 評価時 
実績 

（前回評価時も同じ）
変化の内容 備考 

道路構造等 

 

第３種第２級 

４車線 

 

 

第３種第２級 

４車線 

 

変化なし 

 

事業費※ 128 億円 122 億円 

コスト縮減（プレキャス

ト製品の活用等）による

減少 

 

 

 

 

事業期間 
H5～H17 年度 

13 年 

 

H5～H17 年度 

13 年 

 

変更なし 
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